
液休金属忙おける局在電子状態

ち non-magneticの境界附近にある場合が多いが,大体, Fried_61の

ma.･gneticの条件が成立す f･｡

hostmet8.1 として Sn,Sl〕を用い,帯磁率,.熱起電力の値か.ら,Ⅴ.b.

8.の形を決めたO又,電気抵抗の測定値 と F̀riedel'sum rule とから
6),7)

Ⅴ .b∴S.-にある局在電子の数を求めた.
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フェル ミ面のボケに関する考察･

東北大 丁金研 竹 内 栄
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液体金属においては電気抵抗か ら求めた平均 自由行路が平均原子間距魔 と同
程質になるものが少な くない O この ような場合 ,不確定性原理によって フiルI

ミ波数 kF.a)ヲ票 りのボケを生ず るであろ うことが予想され るOこのことは実

際 Hg,Bi については陽電 子対消減実験で確認されてい る｡

我 々はこのよ うなボケの存在が イオン間ポチシシャJV,伝導現象等の静物性

にどの ように的適 してい るかを明 らかにす るため･･今回は B,709の Knight⊥∫

shiftの不純物元素によ る影哲 を調べて見た . (図 1,表 1)
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図か らわかるよ うに (1｣- △K/Kが添加元素の濃度に比例 してい ること,

･2-- を芸 が母金属 と添加元 素の価電子数の差 に比例してい ることがわかる｡
この事実は伝導電子が本質的な役割を果 していることを示 してい る｡我 々は伝

導電子を 0.P.W.近似で記述して,額の周 りの分極を計算す る公式5)･を用
いた｡

1 ∂K

K ∂e

ここで

○く〇

-∑ (Ae sih 2甲e (kFt) + .Bc 8in2符2(kFt))J牢 0

AC-(2- )J'wp(i,in妄(kF,rト32悔 r,Ia570
Ol〇

Bp- (22+1)I p(冒)ne(kFr)jP(kFr)aS言0

ただし p(冒) 動 径分布函&4)

nP, tle : 球 BeSSel函数

更に Fried.elの和公式

･ Z -三孟(2- ) 甲頼 ,

を用いて, 2亀の位相 符p(kF)を決定 した O (衰 2)

Taも1e 2

甲o 符1 ▲A 甲

･P℃ -0.01 TD.51 tLO73 -1._0-7-

Te 一一0.5.9∴ ･-0.91 0..105 ｢0,57

･'鞄 -0.50 ;-1..4~0 ･'~0.1~5.6J. 一一0.55

(2)

(5)

(4)

Bi-PbにおいてほS波の影響は殆ん どな く,P波のみで遮幣 され るの′に
＼

対 して,原子偶の差が大き くな るにつれて,S波の′割合が増加す ることがわか
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るoただし ヨ1-Auの場合, (1)と (4)を満たす りO,符1の解は存在 しな

かったが ,この点は巨下検討中である｡
5)

求まi,た で0,で1を用いて Fried-elの電荷暫度の公式

6n(r)-A CJOS (2k甘r+9)/r5 (5)

ただし

1

A - ･2? ｡看(2什 = ト sin符pC｡S(符p-CW)〕‡21

日 若(2折 目 ト sinでp Sin'符p-班 )2'す (6､

_.看(22+1)sinでGCOS(符p-桝
ダ ニ tan

∑(22+日 sin符p Sin(甲2-顔 ).C
(7)

を用いて計算 した結果が蓑2及び園2に示 してあるO図2において,Bi元素

の最近位置及び第2近接位置が 8n(r)の負の領観に対応す ることがわか るO

これは IK-･night srJiftの- 率 左記 が負であることと- 的に合致 し,

フェJVミ面のボケが大きい 輿 において も lorig rang Oscilla.tionが残

ってい る可能性6)を示唆 してい る｡
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I-Ga液 体 の過 冷･現 象
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液体金属の過冷状静の性質は,金属の融解凝固現象 と密殺に的連.して,基礎

的物性あるいは冶金学的応用いずれの立場から.も秘めて衷味ある研究課夢であ

るム一般に金属液体を微細滴にす ると容易に著しい過冷状静が実現することは

よく知られてい る.1)･2)したが って,微細滴試料を必要 とす る金巌のNMRは

過冷状態の研究手段 として有利な方法である 5_0 Ga.(m.p.-29･白oc)は

玩 ik-で も,､もともと過冷 しやすい金属 として有名であるが,これを 10ミク

ロジ程度め短径の微細滴にす ると実に-60Joc附近まで容易に過冷するO しか

も奇妙なことに Gaの過冷液体は凝画させ る温度に対応して結晶構造の異なっ

た守種類の結畠IGam ･Ga(B)ならびに Ga(M),tに夫々凝固す 850)～6)5桂
類め-Ga結晶の凝固温度範臥 結晶構造 ,密度を Tablelに示す0本研究で
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